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あと施工アンカーのひび割れ試験機の開発に関する研究 

その２ あと施工アンカーのひび割れ試験 
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１．はじめに 

欧州技術認証規格（EOTA）では、あと施工アンカーに

対するひび割れ試験の実施が標準となっており、日本国

内でもEOTAが定める試験方法に従った試験を実施して得

られた結果について報告されている 1)。この試験方法は、

任意のひび割れ幅を容易に設けられない等の問題がある

ため、筆者等は高い精度でひび割れ幅を制御できる新た

なひび割れ試験機を考案した。 

本報その 2では、新しく考案したひび割れ試験機による

あと施工アンカーの引張試験を行い、得られた結果に基

づき、ひび割れ幅があと施工アンカーの最大引張荷重と

アンカーの引き抜き量に与える影響について報告すると

ともに、本試験機の有効性について検証する。 

２．試験概要 

2.1 試験体アンカーの概要 

試験に用いたアンカーは、金属系の打込み式と拡底式

の 2種類とした。試験に用いたあと施工アンカーの仕様を

表 1に、全景を写真 1示す。 

表１ あと施工アンカーの仕様 

仕様項目 打込み式 拡底式 

材質 SUS304TP SWCH 

サイズ M10 M10 

穿孔径（mm） 14.5 14.5 

穿孔深さ（mm） 45 55 

有効埋め込み深さ（mm） 40 50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）打込み式         （b）拡底式 

写真１ あと施工アンカーの全景 

アンカーの施工については各メーカーの使用に従った。

本試験に用いた打込み式アンカーは、穿孔穴に本体を挿

入し、打込み棒と指定された重量のハンマーを用いて打

込むことにより、アンカー本体の拡張部がテーパー付コ

ーンにより拡張し、アンカーを固定する仕組みである。

拡底式アンカーは、底部を拡張させた穿孔穴に本体を挿

入し、インパクトドライバー等でアンカー本体の底部に

ある拡張爪を開かせてアンカーを固定する仕組みである。 

2.2 試験方法 

本報その 1で示した試験機を使用し、あと施工アンカー

のひび割れ引張試験を行った。試験時の様子を写真 2に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 試験の様子 

実験に使用した供試体のコンクリートの圧縮強度は約

20N/mm2である。試験はアンカーを施工後、供試体にひび

割れを設け、エアーシリンダーでアンカーに引張荷重を

加える方法で行った。ひび割れ幅は 0.2mm、0.5mm、

1.0mmの 3種類とし、それにひび割れのないものを加えた

合計 4種類の供試体を用いて試験を行った。なお、ひび割

れのない供試体は、PP フィルムを入れず、上下型枠の供
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試体が一体となったものである。エアーシリンダーに併

設したロードセルで引張荷重、レーザー変位計 1でアンカ

ーの変位、レーザー変位計 2，3 でコンクリートのひび割

れ幅をそれぞれ計測した。 

2.3 試験結果 

 引張載荷試験を行って得られた代表的な荷重‐変位曲

線を図 3に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）打込み式アンカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（b）拡底式アンカー 

図３ 荷重－変位曲線 

これらの結果、打込み式アンカーの場合、アンカーの

施工箇所にひび割れがあるときの最大引張荷重は、ひび

割れ幅が無い場合に比べ小さくなることがわかった。ま

た、引張荷重が一定のまま変位が大きくなることが確認

された。打込み式アンカーは、アンカーと穿孔穴の表面

との摩擦力が引張力に対して抵抗するため、微小でもひ

び割れ幅がある場合には、その摩擦力が低下するため、

ひび割れ幅が大きくなるに従って引張荷重が小さくなっ

たと考えられる。 

 拡底式の場合も、ひび割れがある場合の最大引張荷重

は、ひび割れ幅がない場合と比較して小さくなるが、ひ

び割れがある場合でも、変位の増加に比例して引張荷重

も大きくなる。今回使用した拡底式のアンカーは、拡底

部に拡張爪を開かせてアンカーを固定し、引張荷重に抵

抗する機構であるため、ひび割れ幅が大きくなると拡底

部と拡張爪の接する面積が小さくなるために、ひび割れ

がある場合でも変位の増加に比例して引張荷重も大きく

なったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 最大引張荷重とひび割れ幅の関係 

 図 4に、各アンカーの最大引張荷重とひび割れ幅の関係

を示す。打込み式および拡底式のいずれも、ひび割れ幅

が大きくなるに従って最大引張荷重は低下する。打込み

式では、ひび割れ幅が 0.2mm の場合の最大引張荷重は、

ひび割れがない場合に比べ約 40%、0.5mm では約 5%、

1.0mm では約 1%であった。拡底式では、ひび割れ幅が

0.2mm の場合に 50%、0.5mm では約 35%、1.0mm では約

30%となった。 

３．まとめ 

 新しく考案したひび割れ試験機を使用し、打込み式、

拡底式のあと施工アンカーの引張試験を行った。試験の

結果、ひび割れに対しては、打込み式よりも拡底式の方

が有効であり、今回使用した拡底式は、ひび割れ幅が

0.5mm以内であれば、ひび割れがない場合の最大引張荷重

の約 50%を確保することができることがわかった。今回

のひび割れ試験機は、移動ガイドがスライドすることで

ひび割れを設ける、片開きの仕組みであった。今後は、

より実際のひび割れを再現するため、両開きの仕組みに

し、より大きな荷重で試験を行えるようにし、種々のあ

と施工アンカーの試験が行えるよう改良を加えていく。 
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